
別紙３     別紙３     
『テーブル７』 （UPTD:＞2,000） 『テーブル７』 （UPTD:＞2,000） 

１） 適応 １） 適応 
・1.8Kg/cm2G（0.18MPa）到達後、治療に難渋する重症中枢神経系減圧症 ・1.8Kg/cm
・『テーブル６A』あるいは『テーブル４』で、5Kg/cm2G（0.5MPa）-30 分以内に症状
が寛解するも、初期加圧に２０分以上を費やした場合 

・『テーブル６A』あるいは『テーブル４』で、5Kg/cm

２）  『テーブル７』は、先に『テーブル６』、『テーブル６A』あるいは『テーブル４』を用
いた再圧治療で、1.8Kg/cm2G到達後に症状緩解がみられない場合に開始される。仮に、
最初のテーブルで 1.8Kg/cm2Gより浅い深度まで減圧していた場合は 0.6Kg/cm2/分で
1.8Kg/cm2Gまで再加圧する 

２）  『テーブル７』は、先に『テーブル６』、『テーブル６A』あるいは『テーブル４』を用
いた再圧治療で、1.8Kg/cm

2G（0.18MPa）到達後、治療に難渋する重症中枢神経系減圧症 
2G（0.5MPa）-30 分以内に症状

が寛解するも、初期加圧に２０分以上を費やした場合 

３）  1.8Kg/cm2Gまでの加圧速度: 0.6Kg/cm2/分 ３）  1.8Kg/cm

2G到達後に症状緩解がみられない場合に開始される。仮に、
最初のテーブルで 1.8Kg/cm2Gより浅い深度まで減圧していた場合は 0.6Kg/cm2/分で
1.8Kg/cm2Gまで再加圧する 

４）  1.8Kg/cm2Gでの治療時間には制限がない。仮に何らかの理由により、1.8Kg/cm2G か  ４）  1.8Kg/cm
ら 12 時間未満で減圧を開始する場合を除き、1.8Kg/cm2Gには最低 12 時間以上留まる ら 12 時間未満で減圧を開始する場合を除き、1.8Kg/cm

2Gまでの加圧速度: 0.6Kg/cm2/分 

５） 患者は 1.8Kg/cm2Gで酸素吸入を開始する。テンダーは治療終了までは酸素呼吸の必要
がない。また酸素呼吸が中断された場合にも治療表は延長する必要がない 

５） 患者は 1.8Kg/cm

2Gでの治療時間には制限がない。仮に何らかの理由により、1.8Kg/cm2G か  
2Gには最低 12 時間以上留まる 

・  酸素 25 分呼吸、空気 5 分呼吸を１サイクルとする間歇的酸素呼吸を行う ・  酸素 25 分呼吸、空気 5 分呼吸を１サイクルとする間歇的酸素呼吸を行う 

2Gで酸素吸入を開始する。テンダーは治療終了までは酸素呼吸の必要
がない。また酸素呼吸が中断された場合にも治療表は延長する必要がない 

・ この間歇的酸素呼吸を４回行った後に２時間の空気呼吸時間を置く ・ この間歇的酸素呼吸を４回行った後に２時間の空気呼吸時間を置く 
・ 4 サイクル 2 時間の空気呼吸を都合３回実施する  ・ 4 サイクル 2 時間の空気呼吸を都合３回実施する  
・ 専門医は米国海軍ダイビングマニュアル（1999、2001 改定Ａ版）に記載の「DCS ま

たは AGE 治療ガイド」を参考にして治療することが望ましい                   
・ 専門医は米国海軍ダイビングマニュアル（1999、2001 改定Ａ版）に記載の「DCS ま

たは AGE 治療ガイド」を参考にして治療することが望ましい                   
６）  治療装置内の酸素濃度は 23 ㌫以下・19 ㌫以上を保持する。二酸化炭素濃度（SEV）は   ６）  治療装置内の酸素濃度は 23 ㌫以下・19 ㌫以上を保持する。二酸化炭素濃度（SEV）は   

1.0 ㌫（0.01Kg/cm2、7.6torr）以下とする。第２種治療装置内の温度は適温に制御す
る 
1.0 ㌫（0.01Kg/cm

５） 最初の減圧は、1.8Kg/cm2Gから 1.74Kg/cm2Gへの 0.09Kg/cm2の減圧で開始する。   ５） 最初の減圧は、1.8Kg/cm
下図の「再圧治療深vs.時間」は、３段階（1.2、0.6 及び 0.12 Kg/cm2G）の階段減圧法
で〔図の下の数字は各段階の減圧時間を示す〕で行う 
下図の「再圧治療深vs.時間」は、３段階（1.2、0.6 及び 0.12 Kg/cm

2、7.6torr）以下とする。第２種治療装置内の温度は適温に制御す
る 

６） 各減圧停止時間には、減圧開始前の深度からの減圧時間を含む。 ６） 各減圧停止時間には、減圧開始前の深度からの減圧時間を含む。 

2Gから 1.74Kg/cm2Gへの 0.09Kg/cm2の減圧で開始する。   
2G）の階段減圧法

で〔図の下の数字は各段階の減圧時間を示す〕で行う 

７） 0.12Kg/cm2Gでは４時間の停止を行った後、大気圧まで 0.03Kg/cm2/分の速度で減圧 ７） 0.12Kg/cm
する する 

2Gでは４時間の停止を行った後、大気圧まで 0.03Kg/cm2/分の速度で減圧 

８） テーブル７』実施にあたっては、事前に職員の配置及び治療装置の機能が長時間に ８） テーブル７』実施にあたっては、事前に職員の配置及び治療装置の機能が長時間に 
亙って維持できることを確認してからでなければ実施してはならない。 亙って維持できることを確認してからでなければ実施してはならない。 
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Kg/cm2G 再圧治療深度VS.時間 （所要時間＞48 時間） 


